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公益財団法人日本陸上競技連盟 

日本陸上競技連盟 新プロジェクト「JAAF RunLink」発足 
競技団体としての新たな役割として、ウェルネス陸上の理念の実現へ 

2040年までにランニング人口 2000万人を目指す 

公益財団法人日本陸上競技連盟（東京都新宿区、会長：横川浩）は、市民マラソン大会の統括・支援、個々人

のライフスタイルに合わせたランニングを楽しめる環境・機会を提供することを目的とした新プロジェクト

「JAAF RunLink」（後援：スポーツ庁／経済産業省 協力：一般社団法人 日本経済団体連合会）を発足いたしまし

た。トップアスリートの育成・強化に注力してきた、競技陸上中心のこれまでの取り組みに加え、競技団体とし

ての新たな役割として、すべての人がすべてのステージにおいて陸上競技を楽しめる環境をつくるという「ウェ

ルネス陸上」の理念の実現に向けて発足したプロジェクトになります。

全国各地で開催されている約 2,000～3,000 にものぼる市民マラソン大会や行政、企業といった、あらゆるス

テークスホルダーとの連携や、数千万人とも言われるランナーデータを一元化したデータベースを構築し、その

ビッグデータを活用していくことで、ランニング人口の拡大および、ランニング・健康市場の活性化を目指して

おります。 

【JAAF RunLinkが今後行う、主な取り組み】 

①「JAAF RunLink加盟大会」への加盟を通じて、大会の安全・安心な環境作り

全国 2,000～3,000あると言われている大会のうち、日本陸連公認は、わずか 200大会。今後、非公認大会

を中心に「JAAF RunLink加盟大会」という形で加盟を募り、運営支援を行うことで、大会価値の向上や安全

水準を高めて参ります。

―統一の運営基準によるラベリング制度

従来、市民ランナーと呼ばれる一般ランナーへの安全管理については、各大会が独自に取り組んできまし 

たが、JAAF RunLinkが安全基準を作ることで、より安全安心な環境づくりを実現して参ります。 

その後、「安全・安心」「サービス」「社会貢献」といったそれぞれの評価基準を策定し、JAAF RunLinkが 

評価。基準を満たした大会には、ランクに応じた評価ラベルを付与することを検討しております。 

（2020年より実施予定） 

―共通サービスの利用 

日本陸連公認大会および JAAF RunLink加盟大会のスケールメリットを活かし、各大会に対し共通のサー 

ビスを提供して参ります。例えば、保険。ランナーが大会参加中に被ったケガ等の傷害事故だけでなく、 

熱中症や脱水症状、心筋梗塞等の重篤な事故に繋がりやすい疾病事故まで対応することが理想ですが、 

現在は大会ごとに契約しているため、補償内容が統一されておりません。今後は、JAAF RunLinkが包括し 



           

て契約することで、大規模大会と同水準の補償内容、かつ割安な保険料で各大会に提供することが可能に 

なります。今後、同様の形で、AEDの貸与等、大会の運営を様々な側面から支援していく予定です。 

（※保険の導入は 2018年 12月予定） 

―JAAF RunLink プラットフォームへの参加（※②を参照） 

申し込み時の完走予想タイムが自己申告制の現状、早いタイムを申告すれば前のブロックからスタート 

が可能。そのため転倒のリスクやスタート直後の混雑を招いてしまう大きな原因となっています。今後は 

JAAF RunLinkが各ランナーの記録を管理し、過去の記録に基づいたエントリーができるようになることで、 

安全、かつスムーズなスタートが可能な環境づくりにも取り組みます。 

 

②ランナーデータを一元化した「JAAF RunLinkプラットフォーム」の構築・活用 

  数千万人とも言われるランナーデータは現在、各サービスごとに分散していますが、今後は一元化・集約し 

たデータベースを 2019 年 6 月中を目途に構築。一元化することでのランナーメリットとしてだけでなく、

そこで集めたビッグデータを大会、そして企業・団体へ提供することでの新商品・サービス開発にご活用いただ 

くことで、ランニング人口の拡大、ランニング・健康市場の活性化へと繋げて参ります。 

 

③企業・団体に対する取り組み 

JAAF RunLinkは、ランニング業界全体の底上げを目的に、1業種 1社の排他的なスポンサーシップ制度では 

なく、趣旨に賛同する企業団体であれば、同業種問わずご参画いただける、賛助会員制度を採用しました。 

JAAF RunLinkプラットフォームで得られたマーケティングデータの提供による新商品・サービス開発へご活

用いただくだけでなく、数多くの企業団体にご参画いただくことで、今まで繋がり得なかった企業・団体・

行政を JAAF RunLink を通じてマッチングをし、新規軸の大会の創出やランニングへのモチベーションを高

めるような取り組みを実施して参ります。 

 

プロジェクトのリーダーとして、一般財団法人 東京マラソン財団事業担当局長・東京マラソンレースディレ 

クターの早野忠昭が JAAF RunLinkチーフオフィサーとして指揮を執ります。さらにアドバイザーには、脳科 

学者・茂木健一郎氏、実業家・堀江貴文氏の両名にご就任いただき、外部の知見・ノウハウを活用しながら 

パワフルに推進して参ります。 

 

                                     
 

 

 【プロフィール】 

●JAAF RunLinkチーフオフィサー・早野忠昭（はやの ただあき） 

一般財団法人東京マラソン財団事業担当局長・東京マラソンレースディレクター／ 

日本陸上競技連盟 総務企画委員／国際陸上競技連盟 ロードランニングコミッション委員／ 

スポーツ庁 スポーツ審議会 健康スポーツ部会委員／内閣府 保険医療政策市民会議委員 

高校時代は 800ｍのインターハイチャンピオン。筑波大を卒業後、教員となり、その後渡米し、スポーツ 

メーカーに勤務。東京マラソンには第１回から関わり、ワールドマラソン・メジャーズ入りに尽力 

 

【ホームページ URL】https://www.jaaf-runlink.jp/  



           

●JAAF RunLink アドバイザー・茂木健一郎（もぎ けんいちろう） 

1962年生まれ。東京都出身。理学博士 

東京大学理学部、法学部卒業後、東京大学大学院理学系研究科物理学専攻課程修了。理化学研究所、 

ケンブリッジ大学を経て現在に至る。専門は脳科学、認知科学 

 

●JAAF RunLink アドバイザー・堀江貴文（ほりえ たかふみ） 

   1972年生まれ。福岡県出身。SNS media＆consulting株式会社ファウンダー。 

現在は宇宙ロケット開発や、スマホアプリ「TERIYAKI」「755」「マンガ新聞」のプロデュース、また予防 

医療普及協会としても活動するなど幅広く活躍 

 

 




